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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次 第48期 第49期 第50期 第51期 第52期

決算年月 2020年８月 2021年８月 2022年８月 2023年８月 2024年８月

売上高 （千円） 310,208 312,817 359,817 404,047 436,830

経常利益又は経常損失（△） （千円） △29,242 △3,642 20,621 16,169 21,423

当期純利益又は当期純損失（△） （千円） △82,219 △7,125 16,415 12,679 25,768

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） - - - - -

資本金 （千円） 997,500 997,500 997,500 997,500 997,500

発行済株式総数 （株） 98,400 98,400 98,400 98,400 98,400

純資産額 （千円） 1,761,212 1,760,765 1,776,861 1,798,341 1,823,709

総資産額 （千円） 2,702,145 2,689,081 2,704,796 2,682,435 2,649,892

１株当たり純資産額 （円） 18,035.96 17,976.16 18,168.32 18,331.71 18,618.78

１株当たり配当額 （円） - - - - -

（うち１株当たり中間配当額）  (-) (-) (-) (-) (-)

１株当たり当期純利益又は

１株当たり当期純損失（△）
（円） △840.43 △72.73 167.74 129.53 262.86

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
（円） - - - - -

自己資本比率 （％） 65.2 65.5 65.7 67.0 68.8

自己資本利益率 （％） △4.7 △0.4 0.9 0.7 1.4

株価収益率 （倍） - - - - -

配当性向 （％） - - - - -

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △12,592 24,901 46,870 26,316 56,668

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △41,846 5,916 △6,895 △21,344 △20,539

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 270,552 △16,670 △13,188 △31,945 △67,289

現金及び現金同等物の期末残高 （千円） 539,310 553,458 580,244 553,271 522,110

従業員数
（人）

53 46 47 53 53

（外、平均臨時雇用者数） (-) (23) (32) (29) (28)

株主総利回り （％） - - - - -

（比較指標：－） （％） (-) (-) (-) (-) (-)

最高株価 （円） - - - - -

最低株価 （円） - - - - -

（注）１．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については、

記載しておりません。

２. 第48期、第49期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　第50期、第51期、第52期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。
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３．株主総利回り、比較指標、最高株価及び最低株価については、当社株式は非上場でありますので記載してお

りません。

４．第48期は、新型コロナウイルス流行による業績悪化、投資有価証券評価損の計上および繰延税金資産を取崩

したことにより、当期純損失を計上しております。

５．第49期は、新型コロナウイルス流行による収益の悪化、セルフネット予約枠増に伴う支払手数料増、支払利

息増等により、当期純損失を計上しております。

６．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第50期の期首から適用してお

り、第51期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となっておりま

す。
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２【沿革】

年月 沿革

1972年９月 当社は、菊陽緑化興産株式会社の商号をもって資本金2,500万円で、「ゴルフ場の建設及び運営」

「不動産の売買」「樹苗、果樹及び園芸樹の養成及び販売」「生命、傷害、火災及び損害保険代

理業務」「石油販売業務」等の目的で、1972年９月１日設立。

1973年３月 熊本空港カントリークラブを命名。

1973年５月 7,500株（1株1万円）を発行し、累計10,000株（資本金10,000万円）となる。

1973年５月 15,000株（1株1万円）を発行し、累計25,000株（資本金25,000万円）となる。

1974年９月 1,500株（1株1万円）を発行し、累計26,500株（資本金26,500万円）となる。

1974年10月 オープン、仮ハウスにて営業開始。

1974年12月 3,500株（1株1万円）を発行し、累計30,000株（資本金30,000万円）となる。

1974年12月 九州ゴルフ連盟に加入。

1975年２月 クラブハウス落成。

1975年２月 1,500株（1株1万円）を発行し、累計31,500株（資本金31,500万円）となる。

1975年４月 1,250株（1株1万円）を発行し、累計32,750株（資本金32,750万円）となる。

1975年５月 250株（1株1万円）を発行し、累計33,000株（資本金33,000万円）となる。

1975年８月 株主割当１対２の無償増資を行い、累計99,000株（資本金99,000万円）となる。

1975年９月 750株（1株1万円）を発行し、累計99,750株（資本金99,750万円）となる。

1978年５月 九州アマチュアゴルフ選手権競技を開催。

1980年５月 高松宮宣仁親王殿下・妃殿下ご来場。

1981年９月 九州シニアゴルフ選手権競技を開催。

1984年９月 九州オープンゴルフ選手権競技を開催。

1986年９月 日本アマチュアゴルフ選手権競技を開催。

1988年５月 ベントグリーン改造。

1988年８月 クラブハウス・キャディハウス増改築。

1989年５月 三菱ギャラントーナメントを開催。

1990年８月 イン茶小屋を14番横に新築移転。

1992年９月 九州オープンゴルフ選手権競技を開催。

1992年10月 全国都道府県対抗アマチュアゴルフ選手権競技を開催。

1993年６月 九州アマチュアゴルフ選手権競技を開催。

1994年10月 開場20周年記念行事を盛大に開催。

1995年８月 乗用カートを導入。

1996年３月 再春館レディースを開催。以後2004年まで開催。

1996年５月 九州女子ゴルフ選手権競技を開催。

1997年11月 日本ミッドアマチュアゴルフ選手権競技を開催。

2002年５月 九州女子ゴルフ選手権競技を開催。

2002年８月 自己株式1,350株を消却し株式総数98,400株となる。

2003年４月 クラブハウス玄関・屋根改修。

2004年10月 開場30周年記念行事を盛大に開催。

2005年４月 ライフカードレディスを開催。

2005年５月 九州アマチュアゴルフ選手権競技を開催。

2005年８月 乗用カート道路を新設。

2005年11月 日本シニアゴルフ選手権競技を開催。

2007年２月 深浦理事長九州ゴルフ連盟理事長に就任。

2008年10月

2009年９月

2010年４月

2011年11月

2013年４月

2016年４月

山口恭廣氏代表取締役社長に就任。

九州シニアゴルフ選手権競技を開催。

西陣レディスを開催。

日本シニアゴルフ選手権競技を開催。

バンテリンレディスオープンを開催。

熊本地震発生。
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３【事業の内容】

　当社は、親会社、子会社及び関連会社に該当する会社はなく１社で構成され、ゴルフ場の経営並びに、これに附

帯する事業を行っております。

　なお、食堂・売店は委託経営であり、関連当事者である㈱オークス熊本により運営されております。

４【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

５【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

2024年８月31日現在
 

従業員数（人） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（円）

53（28） 52.60 12年 2ヶ月 2,752,548

　（注）１．従業員は就業人員であり、臨時従業員数は（－）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

２．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

３．60歳定年制を採用しています。ただし定年退職者継続雇用制度を定め雇用を継続しております。

　　　　４．当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省略し

　　　　　 ております。

 

(2）労働組合の状況

　該当事項はありません。なお、労使関係はおおむね良好であります。

 

(3）管理職に占める女性労働者の割合、男性労働者の育児休業取得率及び労働者の男女の賃金の差異

　当社は、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）及び「育児休業、介護休

業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」（平成３年法律第76号）の規定による公表義務の対象で

はないため、記載を省略しております。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

※文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において、当社が判断したものであります。

　　当社は開場以来、メンバーシップのゴルフ場として歩んできましたが、今後も同様な形態を維持し、メンバー相互

間の親睦をはかり、クオリティの高いゴルフ場を目指すことにより、来場者の増加を図りたいと考えております。

　　また今後も、継続してプロゴルフトーナメントを開催し、全国的にアピールして行きたいと考えております。

　　今後のゴルフ場の経営環境としましては、若年層からの支持を得ているものの歯止めのかからない少子高齢化現象

でゴルフ人口の減少は避けられない状況、また全国のゴルフ場数は減少し続けており、より厳しさを増している状況

です。

　　当ゴルフ場の売上は関東・関西を中心とした県外の単価の高いツアー客数が戻り、堅調な回復ぶりを示していま

す。このような中において来場者に対する徹底したサービス向上を図るため質の高いマナー・社員教育研修を継続し

て実施、カートナビなどの設備投資も行い、お客様に満足いただけるゴルフ場づくりを目指しています。

　　今後も営業促進策として、好評を得ている当クラブ所属プロによるラウンドレッスンの継続、ジュニア、レディ

ス、シニア層向けの大会等を充実させることにより、会員様をはじめ、ご来場いただきました皆様が満足いただける

サービスの提供に努めてまいります。

 

２【サステナビリティに関する考え方及び取組】

　当社のサステナビリティに関する考え方及び取組は、次のとおりであります。なお、文中の将来に関する事項は、

当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

 

(1）ガバナンス

　当社は、企業価値の永続的な向上を目指し、経営体制、内部統制及び監査役監査を適切に機能させ、最適な組織運

営の構築に努めております。

 

(2）戦略

　当社では人材の多様性を尊重し、長く働き続けられる社内環境の整備に取り組んでおります。

　従業員一人ひとりが業務に必要なスキルを身に付ける事のみならず、自身が目指すキャリア目標の達成に向けて努

力をする事が求められます。当社において社員のマナー・社員教育研修の実施など、来場者に対する徹底したサービ

ス向上に努め、また、職員への健康管理の徹底、処遇改善など人への投資も実施し、クオリティの高いゴルフ場づく

りを目指しております。

 

(3）リスク管理

　リスクの対策及び会社の損失の最小化を図ることを目的とし、リスク管理体制を整備しています。リスク管理体制

においては、様々なリスク情報を収集・分析して、リスクが顕在化した場合の対策を講じています。リスクの状況に

よっては、内外の専門家とも相談し、より専門的な観点から対応を図っています。

 

(4）指標及び目標

　当社では、上記（2）において記載した、人材の育成及び社内環境整備に関する方針について、次の指標を用いて

おります。当該指標に関する目標及び実績は、次のとおりであります。

 

指標 目標（参加見込人数） 当事業年度実績

社員研修の実施

接客・接遇マナー研修３回目（44名） 40名

コミュニケーションマナー研修（27名） 27名

フロントスタッフ研修１回目（8名）  8名

コミュニケーション研修（83名） 81名

フロントスタッフ研修２回目（8名）  8名

フロントスタッフ研修３回目（5名）  5名
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３【事業等のリスク】

　有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が当社の財政状態、経営成績及

びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主要なリスクは以下の通りでありま

す。

　なお、文中における将来に関する事項は、当事業年度末現在において、当社が判断したものです。

(1)天候不順による影響について

　当社の事業であるゴルフ場事業は天気・気温など天候要因によって来場者数が変動しやすい事業となります。悪天

候による一定の影響は見込んでおりますが、来場者数が増加する春・秋の土日祝日の悪天候、梅雨の長雨及び長期に

わたる夏季の高温、冬季の積雪による営業休止などが発生した場合、来場者数の減少により当社業績及び財務状況に

影響を及ぼす可能性があります。また、悪天候をはじめ予期し得ない気象条件の変化、病害虫の発生などにより、芝

の育成状態をはじめとするコースコンディションが損なわれた場合、営業休止はもとより、多額の復旧費用が必要と

なる場合があります。

(2)プレー料金による影響について

　当社はメンバーシップを基本とし、クオリティの高いゴルフ場を目指すため、コースコンディションの維持やコー

スメンテナンスの整備を行うためのプレー料金を設定しています。そのため、近年ゴルフ場の破産等によるプレー料

金のダンピング、セルフプレーでの低料金設定などから起こる料金格差によるビジターの減少が、当社の業績に影響

を及ぼす可能性があります。

(3)少子高齢化による影響について

　少子高齢化により、わが国の人口減少に伴うゴルフ人口の減少により、長期的な展望で業績に影響を及ぼす可能性

があります。

(4)感染症の流行による影響について

　感染症の流行に伴い、政府や自治体から移動の制限や外出、集会等の自粛要請が行われた場合、プロゴルフトーナ

メントの開催規模が縮小、もしくは中止となることで、コース利用料収入に影響を及ぼす可能性があります。また、

県外を中心に来場客が減少することで、ゴルフ収入に影響を及ぼす可能性があります。

 

 

４【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

※文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において、当社が判断したものであります。

(1）経営成績等の状況の概要

　　当事業年度における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下「経営成績等」という。）の状況

の概要は次のとおりであります。

 

　①財政状態及び経営成績の状況

わが国の２０２４年４～６月期の実質ＧＤＰ成長率は、前期比＋０．８％と堅調な伸びとなり、内需が５四半

期ぶりに増加、景気は緩やかな持ち直しに転じたと判断されています。中でも個人消費は、５四半期ぶりにプラ

スとなり、プラス幅も同＋１．０％と高めの伸びとなっています。今後も景気の持ち直しの動きが維持されるた

めには、個人消費の回復が続くかどうかによるところが大きいものと考えられます。

個人消費を取り巻く環境は、賃上げ率の高い伸びが徐々に賃金に浸透しつつあることに加え、夏のボーナス支

給額が堅調に増加し、定額減税の実施によって可処分所得が増加するなど、良好な状態にあります。

熊本県においてはＴＳＭＣ熊本工場の年末の生産開始に向けて半導体関連企業の集積や設備投資が伸展してい

ます。また、産業集積に伴い、雇用者増に対応する住宅整備や宅地開発が進み、道路網等のインフラ整備も加速

しています。コロナ禍の落ち込みから景気が回復する中「新生シリコンアイランド九州」の実現に向けた取組み

が強力な追い風となり、県内景気はさらなる活況が見込まれます。２０２４年度の県内総生産額は前年度からさ

らに増加し過去最高値を更新、実質＋１．３％と４年連続のプラス成長を予測しています。ただし、ウクライ

ナ、ガザ地区等地政学リスクが増大していることから、今後の動向によっては景気が下振れするリスクも内包し

ています。

そのような中で、当クラブではコースの開場当初の状態への復元を進め、設計者の意図を考慮したストーリー

性のあるコースへの回帰を推し図っています。また、カートにカートナビを搭載し、来場者へのより充実した

サービスの提供、その他にも優待券やふるさと納税利用券の発行により来場者の確保に努め、徹底した経費見直

しも実施し、利益の確保に努めました。

当事業年度のゴルフ場の売上につきましては、２０２４年１月に料金改定を実施しましたが、単価の高い県外

を中心とした団体旅行客が回復していることから、入場者数は順調に増加し、前期比1,228名（3.0％）増加し

41,496名となりました。客単価は541円上がり、売上高は、436,830千円（前期比8.1％増）となりました。ま

た、販売費及び一般管理費につきましては、人件費を中心に増加したこともあり、417,085千円（前期比4.1％

増）となりました。
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その結果、営業利益13,062千円（前年同期は営業損失897千円）、経常利益21,423千円（前期比32.5％増）を

計上し、当期純利益25,768千円（前期比103.2％増）となりました。

 

　（注）当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省略して

おります。

内容別売上構成

内容別区分 金額（千円） 前年同期比（％）

ゴルフ収入                398,206 109.21

年会費収入                  6,423 99.72

手数料収入                  9,007 99.57

コース使用料                 13,496 82.49

商品売上高                  9,696 127.98

合計                436,830 108.11
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　（参考）ラウンド料金表（18ホール）
 

会員別
 

項目
メンバー 賛助会員

平日会員 法人無記名 ビジター

平日 土曜 日祝 平日 土日祝 平日 土日祝

グリーンフィ(円)  505  1,105 1,105 1,705  2,805  915  3,615  1,555 6,700

定額諸経費(円)  2,060 左記に同じ 同 同 同 同 同 同 同

ゴルフ場利用税(円) (650) 左記に同じ 同 同 同 同 同 同 同

九州ゴルフ連盟協力費(円) (25) 左記に同じ 同 同 同 同 同 同 同

熊本県ゴルフ協会協賛金(円) (20) 左記に同じ 同 同 同 同 同 同 同

キャデイーフィ（但し４バック）（円）  3,670 左記に同じ 同 同 同  4,360 4,460 4,530  5,185

カート使用料(円)  850 左記に同じ 同 同 同  2,250 左記に同じ  4,500 左記に同じ

貸ロッカー料(円)  220 左記に同じ 同 同 同 同 同  660 左記に同じ

計(円)  8,000  8,600 8,600 9,200 10,300 10,500  13,300 14,000  19,800

会費（月）(円) 1,000 1,000 1,000 0 0

　（注）　賛助会員は賛助金を拠出し所定の入会手続きを経た者をいう。

　なお、賛助会員証の譲渡に伴う登録変更料は300,000円であります。
 

（参考）入場者実績

 
メンバー（名） ビジター（名） 合計（名）

第51期 第52期 増減 第51期 第52期 増減 第51期 第52期 増減

９月 490 485 △ 5 2,567 2,770 203 3,057 3,255 198

10 666 622 △ 44 3,800 3,887 87 4,466 4,509 43

11 538 531 △ 7 3,876 3,861 △ 15 4,414 4,392 △ 22

12 540 523 △ 17 3,159 3,209 50 3,699 3,732 33

１ 575 544 △ 31 2,405 2,429 24 2,980 2,973 △ 7

２ 522 528 6 2,458 2,303 △ 155 2,980 2,831 △ 149

３ 455 472 17 2,910 3,271 361 3,365 3,743 378

４ 488 388 △ 100 2,775 2,892 117 3,263 3,280 17

５ 511 505 △ 6 3,576 3,756 180 4,087 4,261 174

６ 384 490 106 2,598 2,765 167 2,982 3,255 273

７ 446 324 △ 122 2,241 2,394 153 2,687 2,718 31

８ 362 356 △ 6 1,926 2,191 265 2,288 2,547 259

合計 5,977 5,768 △ 209 34,291 35,728 1,437 40,268 41,496 1,228

総対入場者

（％）
14.8 13.9 - 85.2 86.1 - 100 100 -

一日平均

（名）
17 16 - 95 99 - 112 115 -

　（注）　収容能力は、１日50組（１組４人とする）に年間営業日数360日を乗じた、年間約72千人の収容力を有する規

模であります。

　②キャッシュ・フローの状況
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当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）について、有形固定資産の取得や、長期借

入金返済の増加があり、前事業年度末に比べ31,160千円(5.6％)減少し、当事業年度末には522,110千円となりま

した。

　　　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度において営業活動の結果獲得した資金は56,668千円(前事業年度は26,316千円の獲得）となりまし

た。これは主に税引前当期純利益及び減価償却費の計上などによるものであります。

　　　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度において投資活動の結果使用した資金は20,539千円(前事業年度は21,344千円の使用)となりまし

た。これは、主に有形固定資産の取得による支出などによるものであります。

　　　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度において財務活動の結果使用した資金は67,289千円(前事業年度は31,945千円の使用)となりまし

た。これは、主に長期借入金の返済と自己株式の取得、会員預り金の返還などによるものであります。

 

　③生産、受注及び販売の実績

当社はゴルフ場経営を主たる事業としているため、生産及び受注の実績は記載しておりません。なお、半期ご

との売上高の増減については以下のとおりであります。

 

売上高(千円) 対前年同期比率(％)

第51期
上半期 2022年9月～2023年2月 207,728 113.2

下半期 2023年3月～2023年8月 196,318 111.3

合計  404,047 112.3

第52期
上半期 2023年9月～2024年2月 218,857 105.4

下半期 2024年3月～2024年8月 217,972 111.0

合計  436,830 108.1

 

(2) 経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

　文中における将来に関する事項は、当事業年度末現在において、当社が判断したものであり、リスクや不確実性を

含んでおり、さまざまな要因によって予想とは異なる可能性があります。

 

　①財政状態及び経営成績の状況に関する認識及び分析・検討内容

当期のゴルフ場の売上につきましては、2024年１月に料金改定を実施しましたが、単価の高い県外を中心とし

た団体旅行客が回復していることから、入場者数は順調に増加し、前期比1,228名（3.0％）増加し41,496名とな

りました。客単価は541円上がり、売上高は、436,830千円（前期比8.1％増）となりました。また、販売費及び

一般管理費につきましては、人件費を中心に増加したこともあり、417,085千円（前期比4.1％増）となりまし

た。

その結果、営業利益13,062千円（前年同期は営業損失897千円）、経常利益21,423千円（前期比32.5％増）を

計上し、当期純利益25,768千円（前期比103.2％増）となりました。

ゴルフ場業界を取り巻く経営環境は非常に競争が厳しく、ダンピングによるプレー料金の値下げ及び自然環境

の変化が当社の経営に影響を及ぼす要因となります。

 

　②キャッシュ・フローの状況の分析・検討内容並びに資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社の資本の財源及び資金の流動性は、営業活動によるキャッシュ・フローが得られると、借入金をまず返済

し、また重要な資本的支出が発生した場合、営業活動によるキャッシュ・フローを充て、不足した場合には金融

機関からの借入で補います。なお、当事業年度末現在において、重要な資本的支出の計画はありません。

 

　③重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成しております。こ

の財務諸表を作成するにあたって、資産、負債、収益及び費用の報告額に影響を及ぼす見積り及び仮定を用いて

おりますが、これらの見積り及び仮定に基づく数値は実際の結果と異なる可能性があります。
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５【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

６【研究開発活動】

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

　　　重要な設備投資等はありません。

 

２【主要な設備の状況】

2024年８月31日現在
 

項目
科目

種類 面積（㎡）
建物
（千円）

附属設備
（千円）

計（千円）
帳簿価額
（千円）

建物 クラブハウス 1,997 84,016 10,832 94,848  

 キャデイハウス 357 4,074 1,409 5,484  

 茶小屋 46 702 - 702  

 管理棟 648 449 1,769 2,218  

 その他  6,789 2,481 9,271  

 計 3,048 96,032 16,492 112,524 112,524

構築物 給排水設備    1,662  

 道路駐車場    1,138  

 クラブハウス外周舗装    0  

 外周芝張工事    0  

 緑化設備    178  

 その他    5,904  

 計    8,883 8,883

機械及び装置 300ガロン自走スプレーヤー    0  

 油圧ショベル（2台）    2,458  

 ＳＰ3フォーク    101  

 ＭＤＰフォーク    174  

 計    2,734 2,734

車両運搬具 乗用カート（18台）    0  

 キャデイワゴン（4台）    0  

 トラック（3台）    0  

 その他    0  

 計    0 0

工具、器具及び備品
グリーンキング・トラクター・冷暖房機械

芝刈機・目土粉砕機・ギャングモアほか
 22,098

土地 面積　865,454㎡  882,497

コース勘定 18ホール、ＰＡＲ72  810,188

立木 モクセイ、アカシア、スギ、松等樹木  26,580

リース資産 乗用カート、芝刈り機  8,480

　（注）１．上記本社設備の所在地は熊本県菊池郡であります。

２．従業員数は53人、臨時従業員は28名であります。

　　　　３．当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省略し

　　　　　 ております。

 

３【設備の新設、除却等の計画】

　重要な設備の新設及び除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 238,650

計 238,650

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数（株）

（2024年８月31日）
提出日現在発行数（株）
（2024年11月29日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 98,400 98,400 非上場
単元株式数

150株

計 98,400 98,400 - -

　（注）譲渡制限に関する事項…当会社の株式を譲渡するには取締役会の承認を要します。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【ライツプランの内容】

　　　　　該当事項はありません。

③【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

2002年８月31日

(注)
△1,350 98,400 - 997,500 △40,500 294,500

　　　 (注)　自己株式の消却による減少であります。

（５）【所有者別状況】

2024年８月31日現在
 

区分

株式の状況（１単元の株式数150株）
単元未満株
式の状況
（株）

政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の法
人

外国法人等
個人その他 計

個人以外 個人

株主数（人） - 4 2 152 - - 321 479 -

所有株式数

（単元）
- 11 2 203 - - 440 656 -

所有株式数の

割合（％）
- 1.68 0.30 30.95 - - 67.07 100 -

（注）自己株式450株は、「個人その他」に3単元を含めて記載しております。
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（６）【大株主の状況】

  2024年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

大野　裕幸 熊本県熊本市中央区 4,500 4.59

山口　恭廣 熊本県熊本市北区 3,150 3.22

児玉　文雄 熊本県熊本市東区 2,400 2.45

田中　信敬 熊本県熊本市中央区 2,100 2.14

㈱田中材木店 熊本県熊本市中央区琴平２－４－１０ 1,650 1.68

児玉　文洋 熊本県熊本市東区 1,650 1.68

田中　信敏 熊本県熊本市中央区 1,350 1.38

㈱オークス熊本 熊本県熊本市中央区上通町６－８ 1,050 1.07

山口　仁子 熊本県熊本市中央区 900 0.92

松浦　郁子 熊本県熊本市中央区 900 0.92

㈱熊本銀行 熊本県熊本市中央区水前寺６－２９－２０ 900 0.92

計 - 20,550 20.98

　（注）上記のほか、自己株式が450株あります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2024年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式（自己株式等） - - -

議決権制限株式（その他） - - -

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

450
- -

完全議決権株式（その他）
 普通株式

97,950
653 -

単元未満株式 - - -

発行済株式総数 98,400 - -

総株主の議決権 - 653 -

 

②【自己株式等】

2024年８月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

菊陽緑化興産株式

会社

熊本県菊池郡菊陽町

曲手838番地
450 - 450 0.46

計 - 450 - 450 0.46
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２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】会社法第155条第３号に該当する普通株式の取得

（１）【株主総会決議による取得の状況】

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

株主総会（2022年11月30日）での決議状況

（取得期間　2022年11月30日～2023年11月29日）
3,000 60,000,000

当事業年度前における取得自己株式 600 9,600,000

当事業年度における取得自己株式 300 4,800,000

残存授権株式の総数及び価額の総額 2,100 45,600,000

当事業年度の末日現在の未行使割合（％） 70.00 76.00

当期間における取得自己株式 - -

提出日現在の未行使割合（％） 70.00 76.00

 

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

株主総会（2023年11月29日）での決議状況

（取得期間　2023年11月29日～2024年11月29日）
3,000 60,000,000

当事業年度前における取得自己株式 - -

当事業年度における取得自己株式 450 7,200,000

残存授権株式の総数及び価額の総額 2,550 52,800,000

当事業年度の末日現在の未行使割合（％） 85.00 88.00

当期間における取得自己株式 150 2,400,000

提出日現在の未行使割合（％） 80.00 84.00

 

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

株主総会（2024年11月29日）での決議状況

（取得期間　2024年11月29日～2025年11月28日）
3,000 60,000,000

当事業年度前における取得自己株式 - -

当事業年度における取得自己株式 - -

残存授権株式の総数及び価額の総額 3,000 60,000,000

当事業年度の末日現在の未行使割合（％） 100.00 100.00

当期間における取得自己株式 - -

提出日現在の未行使割合（％） 100.00 100.00
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（２）【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分

当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の総額
（円）

株式数（株）
処分価額の総額
（円）

引き受ける者の募集を行った取得

自己株式
600 11,600,000 300 5,800,000

消却の処分を行った取得自己株式 - - - -

合併、株式交換、株式交付、会社

分割に係る移転を行った取得自己

株式

- - - -

その他（－） - - - -

保有自己株式数 450 - 300 -

 

３【配当政策】

　当社は株主を正会員とする会員制ゴルフ場であります。株主の皆様に対する利益配分につきましては、業績水準及

び経営体質強化に必要な内部留保を確保しつつ、配当を実施していくことを基本方針としております。

当社は、期末配当の年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針としております。

剰余金の配当の決定機関は、株主総会であります。

　当事業年度の配当につきましては、内部留保を確保するため見送らせていただきましたが、早期に配当ができるよ

う収益の改善を進めてまいります。
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４【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの概要】

　当社は、コーポレート・ガバナンスの充実を経営の重要課題であると認識しており、適正な経営の意思決定を図

り、効率的かつ健全な業務執行を行うべく、コーポレート・ガバナンス体制の整備、充実に取り組んでおります。

① 会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況等

イ　会社の機関の内容

当社は、監査役会制度を採用しており取締役の業務執行が適法かつ適切に遂行されているかを、監査しており

ます。

ロ　内部統制システムの整備の状況

　　当社は、取締役会を２ヶ月に１回開催し、業務執行の報告、株式の譲渡に関する承認等、その他重要な事項に

つき決議しております。また、監査役は取締役会、その他重要な会議に出席し、取締役の業務執行が適法かつ

適切に遂行されているかを監査しております。

 

② リスク管理体制の整備の状況

　　当社は、業務に関わる全てのリスクについて適切に管理する体制の整備に取り組んでおります。

③ 役員報酬の内容

　　当社が、当事業年度において取締役及び監査役に支払った報酬の額は、以下のとおりであります。

社内取締役 2名 1,560千円

社外取締役 7名 2,280千円

社内監査役 1名 360千円

社外監査役 2名 720千円

計 12名 4,920千円

 

④ 取締役の定数

　　　　当社の取締役は15名以内とする旨定款に定めております。

⑤ 取締役の選任の決議要件

　　　　当社は、取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主

が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨定款に定めております。なお、取締役の選任決議は累積投票によら

ないものとする旨定款に定めております。

⑥ 株主総会の特別決議要件

　　　　当社は、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議要件について、定款に別段の定めがある場合を除

き、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以

上をもって行う旨定款に定めております。これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株

主総会の円滑な運営を行うことを目的とするものであります。

⑦ 取締役会の活動状況

　　　　当事業年度において当社は取締役会を年６回開催しており、個々の取締役等の出席状況については次のとおりで

あります。

役職名 氏　名 開催回数 出席回数

代表取締役社長 山 口 　恭 廣 6回 6回

取 締 役 古 荘 善 啓 6回 2回

取 締 役 前 川 清 継 2回 1回

取 締 役 児 玉 文 洋 6回 6回

取 締 役 大 野 裕 幸 6回 6回

取 締 役 三 角 清 一 6回 3回

取 締 役 田 代 桂 一 6回 6回

取 締 役 田 中 信 敬 6回 6回

取 締 役 春 野 博 一 6回 3回

常 勤 監 査 役 江 藤 喜 文 6回 4回

監 査 役 坂 本 邦 彦 6回 5回

監 査 役 福 田 豊 6回 6回

(注)2023年11月29日、前川　清継氏は取締役を退任したため、退任前の出席状況を記載しております。

 

　取締役会における主な検討事項は、以下のとおりであります。
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　　会社法で定められた事項及び投資判断を含む資産及び譲渡制限株式の譲渡に関する承認や財務関連として金融

機関からの借入、重要な使用人の人事異動等の取締役会付議事項に該当する事項に関して審議し、決議しており

ます。また、長期的な経営戦略として収益向上や顧客満足度向上の施策を、施設管理・保守については点検や修

繕計画、施設の更新や改善などの事項を、組織管理・人事管理については適切な組織体制の構築や人材の育成・

配置を、営業戦略においては収益向上のために、当コースの特徴やターゲット顧客、競合状況を踏まえて料金政

策の見直しを、その他、地域との良好な関係を構築し、ゴルフ場におけるリスクを洗い出し、対策を議論してお

ります。
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（２）【役員の状況】

①役員一覧

　男性11名　女性0名　（役員のうち女性の比率0％）

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（株）

代表取締役社長 山口　恭廣 1953年８月16日生

 
1979年４月 大洋企業株式会社取締役専務

1983年11月

2003年11月

2008年10月

2011年６月

株式会社大劇代表取締役専務

当社取締役就任

当社代表取締役社長就任（現任）

株式会社大劇代表取締役社長（現任）
　

(注)５ 3,150

取締役 古荘　善啓 1946年７月27日生

 
1985年４月 株式会社古荘本店社長就任

1994年５月 株式会社トキハ代表取締役会長（現任）

1997年11月

2009年11月

2017年５月

2021年１月

当社取締役就任

当社代表取締役就任

株式会社古荘本店名誉会長就任（現任）

当社取締役就任（現任）
　

(注)５ 150

取締役 児玉　文洋 1960年７月25日生

 
2008年10月 株式会社ＫＤＭ代表取締役社長就任（現任）

2008年11月

2016年５月

当社取締役就任（現任）

株式会社オークス熊本代表取締役就任（現任）
　

(注)５ 1,650

取締役 大野　裕幸 1974年５月２日生

 
2008年11月

2008年11月

2009年９月

株式会社英商事取締役就任

当社取締役就任（現任）

株式会社英商事代表取締役社長就任（現任）
　

(注)５ 4,500

取締役 三角　清一 1948年９月９日生

 
1988年11月 株式会社エムロード代表取締役社長就任

2008年11月

2019年４月

当社取締役就任（現任）

株式会社エムロード取締役会長就任（現任）
　

(注)５ 150

取締役 田代　桂一 1961年８月10日生

 
1993年８月 医療法人木星会理事長（現任）

2008年11月 当社取締役就任（現任）
　

(注)５ 150

取締役 田中　信敬 1952年２月18日生

 
1997年５月 株式会社田中材木店代表取締役就任

2009年11月 当社取締役就任（現任）

2023年５月 株式会社田中材木店取締役会長就任（現任）
　

(注)５ 2,100

取締役 春野　博一 1944年11月29日生

 
1973年４月

1978年４月

1995年４月

2015年11月

2021年５月

熊本大学医学部耳鼻咽喉科学教室入局

熊本労災病院耳鼻咽喉科部長就任

医療法人社団一真会理事長就任

当社取締役就任(現任）

医療法人社団一真会理事就任（現任）
　

(注)５ 150

常勤監査役 荒木　幸介 1955年３月１日生

 
1987年３月

1987年４月

2019年６月

2024年１月

2024年11月

公認会計士登録

税理士登録

日本公認会計士協会南九州会会長

税理士法人会計顧問代表社員

当社常勤監査役就任（現任）
　

(注)７ 150

監査役 坂本　邦彦 1952年12月５日生

 
1983年10月 弁護士登録

2005年４月 熊本県弁護士会会長

2008年９月 熊本市監査委員

2018年11月 当社監査役就任（現任）
  

(注)６ 150

監査役 福田　　豊 1955年９月13日生

  
2004年12月

2015年11月

有限会社ゆたか保険事務所代表取締役就任（現任）

当社監査役就任（現任）
　

(注)６ 150

   

 
計

 
 12,450
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（注）１　取締役　児玉文洋、同　大野裕幸、同　三角清一、同　田代桂一、同　田中信敬、同　春野博一の各氏は、

社外取締役であります。

２　監査役　坂本邦彦、同　福田豊の各氏は、社外監査役であります。

３　常勤監査役は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するものであり

ます。

４　取締役　前川　清継氏は、2023年11月29日をもって辞任しております。

５　2023年11月29日開催の定時株主総会の終結の時から２年間

６　2023年11月29日開催の定時株主総会の終結の時から４年間

７　常勤監査役　荒木幸介は、2024年８月期に係る定時株主総会終結の時をもって辞任いたしました前任監査役

江藤喜文の後任として選任されました。なお、任期は当社定款の定めにより、前任監査役の任期を引き継

ぎ、2027年８月期に係る定時株主総会終結の時までであります。

 

②社外役員の状況

　当社の社外取締役は６名であり、当社との人的関係、資本的関係又は取引関係その他の利害関係は通常の取引

を除き特にありません。

　また、社外監査役２名との人的関係、資本的関係又は取引関係その他の利害関係も通常の取引を除き特にあり

ません。

　社外取締役及び社外監査役による当社株式の保有は「①役員一覧」の「所有株式数」欄に記載の通りでありま

す。
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（３）【監査の状況】

①監査役監査の状況

　　当社における監査役監査は、監査役会３名で構成されており、監査役３名のうち２名が社外監査役でありま

す。各監査役は、外部からの経営に対する多様な意見の吸収を図りながら経営監査を強化するとともに、客観的

な立場から取締役に進言・指導を行っております。

　　なお、常勤監査役江藤喜文氏は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有して

おります。

　　当事業年度において当社は監査役会を年４回開催しており、個々の監査役の出席状況については次のとおりで

あります。

役職名 氏　名 開催回数 出席回数

常 勤 監 査 役 江 藤 喜 文 4回 4回

監 査 役 坂 本 邦 彦 4回 4回

監 査 役 福 田 豊 4回 4回

 

　監査役会における主な検討事項は、以下のとおりであります。

　　会計監査人の監査の実施状況

　常勤監査役の主な活動は、以下のとおりであります。

　　イ　代表取締役及び取締役へのヒアリング

　　ロ　重要会議への出席

　　ハ　重要な決裁書類の閲覧

　　ニ　取締役会、監査役会での意見表明

 

②内部監査の状況

　　当社は内部監査組織を設けていませんが、代表取締役が業務全般にわたり管理を行っており、実務面において

は総務部長が従業員の執務状況を監督、報告しており、中間決算、年度決算等について監査役との間で情報交換

を行っています。

 

③会計監査の状況

イ　監査法人の名称

くまもと監査法人

ロ　継続監査期間

17年間

ハ　業務を執行した公認会計士

入江　佳隆（くまもと監査法人）

中村　裕彦（くまもと監査法人）

ニ　監査業務に係る補助者の構成

公認会計士1名

ホ　監査法人の選定方針と理由

　当社は監査法人の選定方針として、会計監査人に求められている専門性、独立性及び適正性を有し、当社

の会計監査が適切かつ妥当に行われることとしております。くまもと監査法人は、会計監査人としての専門

性、品質管理体制、独立性及び監査体制等も含めて総合的に勘案した結果、当社の会計監査人として適任と

判断いたしました。

へ　監査役及び監査役会による監査法人の評価

　当社の監査役会は、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ適正な監査を実施しているかを監視及び検証

するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め評価いた

しました。また、会計監査人から「職務の執行が適正に行われることを確保するための体制（会社計算規則

第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」等に従って整備している旨の通知を受け、必

要に応じて説明を求めました。

　この結果、当社の会計監査人による会計監査は、有効に機能し適切に行われており、その体制についても

整備・運用が行われていると判断いたしました。
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④監査報酬の内容等

イ　監査公認会計士等に対する報酬

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

4,800 - 3,400 -

 

ロ　監査公認会計士等と同一のネットワークに属する組織に対する報酬（イを除く）

（前事業年度）

　該当事項はありません。

 

（当事業年度）

　該当事項はありません。

 

ハ　その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

（前事業年度）

　該当事項はありません。

 

（当事業年度）

　該当事項はありません。

 

ニ　監査報酬の決定方針

　当社のくまもと監査法人に対する監査報酬の決定方針は、当該監査法人の独立性を担保するため、監査日

数、当社の規模、特性等の要素を勘案して適切に決定されております。

 

ホ　監査役会が会計監査人の報酬等に同意した理由

　当社の監査役は、会計監査人の監査活動状況、監査品質、監査報酬水準等を確認した結果、会計監査人の

報酬等は妥当であると判断し、同意しております。

 

（４）【役員の報酬等】

　当社は非上場会社であるため、記載しておりません。

　なお、役員報酬の内容につきましては、「４　コーポレート・ガバナンスの状況等　（１）コーポレート・ガバナ

ンスの概要」に記載しております。

 

（５）【株式の保有状況】

　当社は非上場会社であるため、記載しておりません。
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第５【経理の状況】

１．財務諸表の作成方法について

　当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号）に基づい

て作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度（2023年９月１日から2024年８月31日ま

で）の財務諸表について、くまもと監査法人により監査を受けております。

 

３．連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。
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１【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(2023年８月31日)
当事業年度

(2024年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 763,271 732,110

未収入金 11,707 12,682

未収還付法人税等 677 -

商品 4,897 4,653

貯蔵品 3,352 2,396

前払費用 6,934 2,242

立替金 492 803

流動資産合計 791,334 754,889

固定資産   

有形固定資産   

建物 847,186 847,550

減価償却累計額 △724,049 △735,025

建物（純額） ※１ 123,136 ※１ 112,524

構築物 375,957 375,762

減価償却累計額 △365,788 △366,878

構築物（純額） 10,168 8,883

機械及び装置 8,217 8,217

減価償却累計額 △3,659 △5,482

機械及び装置（純額） 4,558 2,734

車両運搬具 37,181 36,831

減価償却累計額 △37,061 △36,831

車両運搬具（純額） 119 0

工具、器具及び備品 205,101 220,687

減価償却累計額 △192,438 △198,589

工具、器具及び備品（純額） 12,663 22,098

土地 ※１ 882,497 ※１ 882,497

コース勘定 810,188 810,188

立木 26,580 26,580

リース資産 53,342 57,590

減価償却累計額 △45,906 △49,109

リース資産（純額） 7,435 8,480

建設仮勘定 3,635 176

有形固定資産合計 1,880,984 1,874,164

無形固定資産   

電話加入権 1,039 1,039

ソフトウエア 405 ※２ 7,692

ソフトウエア仮勘定 7,264 116

無形固定資産合計 8,709 8,849

投資その他の資産   

出資金 10 20

長期前払費用 - 64

長期未収入金 1,331 1,203

差入保証金 66 66

繰延税金資産 - 10,634

投資その他の資産合計 1,407 11,989

固定資産合計 1,891,101 1,895,003

資産合計 2,682,435 2,649,892
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(2023年８月31日)
当事業年度

(2024年８月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,803 1,643

１年内返済予定の長期借入金 ※１ 57,012 ※１ 59,479

リース債務 3,105 2,662

未払金 31,697 34,509

未払費用 888 950

未払法人税等 5,395 8,909

未払消費税等 9,527 7,991

前受金 3,217 1,248

預り金 5,297 5,476

賞与引当金 5,487 5,980

流動負債合計 124,430 128,851

固定負債   

長期借入金 ※１ 429,764 ※１ 369,928

リース債務 5,050 6,744

退職給付引当金 13,069 13,959

役員退職慰労引当金 23,280 24,300

長期預り金 288,500 282,400

固定負債合計 759,663 697,331

負債合計 884,094 826,182

純資産の部   

株主資本   

資本金 997,500 997,500

資本剰余金   

資本準備金 294,500 294,500

その他資本剰余金 15,340 17,340

資本剰余金合計 309,840 311,840

利益剰余金   

利益準備金 21,320 21,320

その他利益剰余金   

別途積立金 453,000 453,000

繰越利益剰余金 21,481 47,249

利益剰余金合計 495,801 521,569

自己株式 △4,800 △7,200

株主資本合計 1,798,341 1,823,709

純資産合計 1,798,341 1,823,709

負債純資産合計 2,682,435 2,649,892
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②【損益計算書】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　2022年９月１日
　至　2023年８月31日)

当事業年度
(自　2023年９月１日
　至　2024年８月31日)

売上高   

ゴルフ収入 364,621 398,206

年会費収入 6,441 6,423

手数料収入 9,046 9,007

コース使用料 16,361 13,496

商品売上高 7,576 9,696

売上高合計 404,047 436,830

売上原価   

商品期首棚卸高 3,120 4,897

当期商品仕入高 6,239 6,438

商品期末棚卸高 4,897 4,653

商品売上原価 4,462 6,682

売上総利益 399,585 430,148

販売費及び一般管理費   

役員報酬 5,250 4,920

従業員給料 97,605 108,713

キャデイ費 74,002 69,100

賞与 14,577 12,780

賞与引当金繰入額 5,487 5,980

退職給付費用 1,243 1,720

退職金 866 304

役員退職慰労引当金繰入額 1,070 1,020

福利厚生費 31,865 36,461

材料費 19,281 21,735

賞品費 3,835 3,872

クラブ競技費 2,559 2,050

広告宣伝費 3,516 1,635

光熱費 21,397 23,118

交際費 1,626 2,376

通信費 2,619 4,851

旅費及び交通費 4,706 2,354

保険料 2,511 2,374

会議費 429 316

消耗品費 13,112 16,319

修繕費 12,019 7,362

衛生費 3,030 3,049

賃借料 5,982 4,802

支払手数料 14,262 17,355

租税公課 22,314 23,273

減価償却費 25,899 29,948

その他の経費 9,407 9,289

販売費及び一般管理費合計 400,482 417,085

営業利益又は営業損失（△） △897 13,062
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　2022年９月１日
　至　2023年８月31日)

当事業年度
(自　2023年９月１日
　至　2024年８月31日)

営業外収益   

受取利息 4 9

登録名義変更料 10,900 8,250

雇用調整助成金 5,465 -

雑収入 5,854 5,684

営業外収益合計 22,224 13,943

営業外費用   

支払利息 4,921 5,271

雑損失 236 311

営業外費用合計 5,158 5,583

経常利益 16,169 21,423

特別利益   

国庫補助金 - 1,499

特別利益合計 - 1,499

特別損失   

固定資産除却損 0 9

固定資産圧縮損 - 1,499

特別損失合計 0 1,509

税引前当期純利益 16,169 21,413

法人税、住民税及び事業税 3,490 6,279

法人税等調整額 - △10,634

法人税等合計 3,490 △4,354

当期純利益 12,679 25,768
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　2022年９月１日　至　2023年８月31日）

        (単位：千円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

 

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金合
計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合

計
 別途積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 997,500 294,500 11,340 305,840 21,320 453,000 8,801 483,121

当期変動額         

当期純利益 - - - - - - 12,679 12,679

自己株式の取得 - - - - - - - -

自己株式の処分 - - 4,000 4,000 - - - -

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

- - - - - - - -

当期変動額合計 - - 4,000 4,000 - - 12,679 12,679

当期末残高 997,500 294,500 15,340 309,840 21,320 453,000 21,481 495,801

 

   

 株主資本

純資産合計
 自己株式 株主資本合計

当期首残高 △9,600 1,776,861 1,776,861

当期変動額    

当期純利益 - 12,679 12,679

自己株式の取得 △14,400 △14,400 △14,400

自己株式の処分 19,200 23,200 23,200

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

- - -

当期変動額合計 4,800 21,479 21,479

当期末残高 △4,800 1,798,341 1,798,341
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当事業年度（自　2023年９月１日　至　2024年８月31日）

        (単位：千円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

 

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金合
計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合

計
 別途積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 997,500 294,500 15,340 309,840 21,320 453,000 21,481 495,801

当期変動額         

当期純利益 - - - - - - 25,768 25,768

自己株式の取得 - - - - - - - -

自己株式の処分 - - 2,000 2,000 - - - -

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

- - - - - - - -

当期変動額合計 - - 2,000 2,000 - - 25,768 25,768

当期末残高 997,500 294,500 17,340 311,840 21,320 453,000 47,249 521,569

 

   

 株主資本

純資産合計
 自己株式 株主資本合計

当期首残高 △4,800 1,798,341 1,798,341

当期変動額    

当期純利益 - 25,768 25,768

自己株式の取得 △12,000 △12,000 △12,000

自己株式の処分 9,600 11,600 11,600

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

- - -

当期変動額合計 △2,400 25,368 25,368

当期末残高 △7,200 1,823,709 1,823,709
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④【キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　2022年９月１日
　至　2023年８月31日)

当事業年度
(自　2023年９月１日
　至　2024年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益 16,169 21,413

減価償却費 25,899 29,948

賞与引当金の増減額（△は減少） △647 493

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,863 889

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △80 1,020

受取利息及び受取配当金 △4 △9

支払利息 4,921 5,271

補償金の受取額 - △1,499

有形固定資産除却損 0 9

固定資産圧縮損 - 1,499

売上債権の増減額（△は増加） 8 △846

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,030 1,200

その他の流動資産の増減額（△は増加） △3,506 4,366

その他の固定資産の増減額（△は増加） 13 1,435

仕入債務の増減額（△は減少） △2,212 △1,159

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,308 △1,536

預り金の増減額（△は減少） 60 179

その他の流動負債の増減額（△は減少） 3,836 1,087

その他の固定負債の増減額（△は減少） 312 424

小計 40,185 64,186

利息及び配当金の受取額 4 9

利息の支払額 △4,870 △5,262

法人税等の支払額 △9,002 △2,264

営業活動によるキャッシュ・フロー 26,316 56,668

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △270,000 △210,000

定期預金の払戻による収入 270,000 210,000

有形固定資産の取得による支出 △14,079 △16,999

無形固定資産の取得による支出 △7,264 △3,530

その他の支出 - △10

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,344 △20,539

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 30,000 43,900

長期借入金の返済による支出 △59,326 △101,268

自己株式の処分による収入 23,200 11,600

自己株式の取得による支出 △14,400 △12,000

リース債務の返済による支出 △4,019 △3,421

会員預り金の返還による支出 △7,400 △6,100

財務活動によるキャッシュ・フロー △31,945 △67,289

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △26,973 △31,160

現金及び現金同等物の期首残高 580,244 553,271

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 553,271 ※ 522,110
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品及び貯蔵品

　最終仕入原価法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)によっ

ております。

 

２．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産(リース資産を除く)

　定率法によっております。

　なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

　ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得し

た建物附属設備及び構築物については定額法を採用しております。

(2）無形固定資産

　定額法を採用しております。耐用年数については、自社利用のソフトウェアは社内における利用可能期間

（５年）を採用しております。

(3）リース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

 

３．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

　売上債権等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2）賞与引当金

　従業員に対して支給する賞与に充てるため、将来の支給見込額のうち当期の負担額を計上しております。

(3）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都

合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(4）役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に備えるため、当社内規に基づく期末要支給見積額を計上しております。

 

４．収益及び費用の計上基準

　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を

充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

ゴルフ収入

(1）入場料および施設利用料

　ゴルフコースの利用サービスを提供しており、サービス提供を行った時点で収益を認識しております。

(2）キャディフィー

　キャディサービスを提供しており、サービス提供を行った時点で収益を認識しております。

 

５．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な預金

及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に

償還期限の到来する短期投資からなっております。

 

 

（貸借対照表関係）

※１　担保提供資産の明細

　有形固定資産中、下記資産は設備資金等の借入に充てるため、担保に供しております。

  
前事業年度

（2023年８月31日）
当事業年度

（2024年８月31日）

 建物 103,537千円 94,848千円

 土地 735,957 735,957

 計 839,494 830,805

　上記に対する債務額は以下のとおりであります。
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前事業年度

（2023年８月31日）
当事業年度

（2024年８月31日）

 １年内返済予定の長期借入金 43,020千円 43,404千円

 長期借入金 284,756 240,996

 計 327,776 284,400

 

※２　過年度において取得した資産のうち、国庫補助金による圧縮記帳額は1,499千円であり、貸借対照表計

上額はこの圧縮記帳額を控除しております。なお、圧縮の対象となった資産はソフトウエアであります。

 

（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自　2022年９月１日　至　2023年８月31日）

１．発行済株式の種類および総数に関する事項

 
当事業年度期首株式数

（株）
当事業年度増加株式数

（株）
当事業年度減少株式数

（株）
当事業年度末株式数

（株）

発行済株式     

普通株式 98,400 - - 98,400

合計 98,400 - - 98,400

 

２．自己株式の種類および株式数に関する事項

 
当事業年度期首株式数

（株）
当事業年度増加株式数

（株）
当事業年度減少株式数

（株）
当事業年度末株式数

（株）

自己株式     

　普通株式 600 900 1,200 300

合計 600 900 1,200 300

　（注）　自己株式の増加は、2021年11月29日開催の定時株主総会決議及び、2022年11月30日開催の定時株主総会決議に

よる取得によるものであります。

　　　　　自己株式の減少は、処分によるものであります。
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当事業年度（自　2023年９月１日　至　2024年８月31日）

１．発行済株式の種類および総数に関する事項

 
当事業年度期首株式数

（株）
当事業年度増加株式数

（株）
当事業年度減少株式数

（株）
当事業年度末株式数

（株）

発行済株式     

普通株式 98,400 - - 98,400

合計 98,400 - - 98,400

 

２．自己株式の種類および株式数に関する事項

 
当事業年度期首株式数

（株）
当事業年度増加株式数

（株）
当事業年度減少株式数

（株）
当事業年度末株式数

（株）

自己株式     

　普通株式 300 750 600 450

合計 300 750 600 450

　（注）　自己株式の増加は、2022年11月30日開催の定時株主総会決議及び、2023年11月29日開催の定時株主総会決議に

よる取得によるものであります。

　　　　　自己株式の減少は、処分によるものであります。

 

（キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前事業年度

（自　2022年９月１日
至　2023年８月31日）

当事業年度
（自　2023年９月１日
至　2024年８月31日）

現金及び預金勘定 763,271千円 732,110千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △210,000 △210,000

現金及び現金同等物 553,271 522,110
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（リース取引関係）

（借主側）

ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

①　リース資産の内容

（ア）有形固定資産

　車両運搬具であります。

②　リース資産の減価償却の方法

　重要な会計方針「２．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。

 

（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

　当社は、資金運用については短期的な預金等及び債券に限定し、銀行等金融機関からの借入及び会員か

らの賛助金預り金により資金を調達しております。

　未収入金については、その大部分がクレジットカ－ド会社に対する債権であるため、信用リスクは低い

ものと認識しております。

　買掛金、未払金については、そのほとんどが１年以内の支払期日であります。

　借入金の使途は主として設備投資資金（長期）であります。なお、デリバティブ取引は行っておりませ

ん。

 

２．金融商品の時価等に関する事項

　貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

 

前事業年度（2023年８月31日）

（単位：千円）

 貸借対照表計上額 時価 差額

（1）未収入金 11,707 11,707 -

資産計 11,707 11,707 -

（1）買掛金 2,803 2,803 -

（2）未払金 31,697 31,697 -

（3）長期借入金 486,776 478,501 △8,274

（4）リース債務 8,155 7,962 △192

（5）長期預り金 288,500 288,500 -

負債計 817,932 809,465 △8,466

　「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するもので

あることから、注記を省略しております。

 

当事業年度（2024年８月31日）

（単位：千円）

 貸借対照表計上額 時価 差額

（1）未収入金 12,682 12,682 -

資産計 12,682 12,682 -

（1）買掛金 1,643 1,643 -

（2）未払金 34,509 34,509 -

（3）長期借入金 429,408 427,781 △1,626

（4）リース債務 9,406 8,977 △428

（5）長期預り金 282,400 282,400 -

負債計 757,366 755,311 △2,054

　「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するもので

あることから、注記を省略しております。
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(注)１．金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

前事業年度（2023年８月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 763,271 - - -

未収入金 11,707 - - -

合計 774,979 - - -

 

当事業年度（2024年８月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 732,110 - - -

未収入金 12,682 - - -

合計 744,793 - - -

 

(注)２．長期借入金及びリース債務の決算日後の返済予定額

前事業年度（2023年８月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 57,012 59,095 61,179 63,846 53,327 192,314

リース債務 3,105 1,727 1,727 1,302 292 -

合計 60,117 60,823 62,907 65,148 53,619 192,314

 

当事業年度（2024年８月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 59,479 61,563 64,230 53,711 45,519 144,902

リース債務 2,662 2,662 2,236 1,299 545 -

合計 62,142 64,226 66,467 55,011 46,064 144,902
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３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ

ルに分類しております。

　レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該

時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

　レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の算定に

係るインプットを用いて算定した時価

　レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれ

ぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 

(1) 時価で貸借対照表に計上している金融商品

該当事項はありません。

 

(2）時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

前事業年度（2023年８月31日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル2 レベル3 合計

未収入金 - 11,707 - 11,707

資産計 - 11,707 - 11,707

買掛金 - 2,803 - 2,803

未払金 - 31,697 - 31,697

長期借入金 - 478,501 - 478,501

リース債務 - 7,962 - 7,962

長期預り金 - 288,500 - 288,500

負債計 - 809,465 - 809,465

 

当事業年度（2024年８月31日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル2 レベル3 合計

未収入金 - 12,682 - 12,682

資産計 - 12,682 - 12,682

買掛金 - 1,643 - 1,643

未払金 - 34,509 - 34,509

長期借入金 - 427,781 - 427,781

リース債務 - 8,977 - 8,977

長期預り金 - 282,400 - 282,400

負債計 - 755,311 - 755,311

 

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

　未収入金

　時価は、一定の期間ごとに区分した債権ごとに、債権額と満期までの期間及び信用リスクを加味した利率を

基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しています。

　買掛金、未払金及び長期預り金

　これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債務ごとに、その将来キャッシュ・フローと、返済期日までの

期間及び信用リスクを加味した利率を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類してい

ます。

　長期借入金及びリース債務

　これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現在

価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しています。
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（有価証券関係）

　　　　　　　該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　　　　　　　該当事項はありません。

 

（退職給付関係）

１．採用している退職給付制度の概要

　当社は、確定給付型の制度として退職一時金制度を採用しております。

 

２．簡便法を適用した確定給付制度

(1）簡便法を適用した制度の、退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

 
前事業年度

（自　2022年９月１日
至　2023年８月31日）

当事業年度
（自　2023年９月１日
至　2024年８月31日）

退職給付引当金の期首残高   17,932千円   13,069千円

退職給付費用   1,243   1,720

退職給付の支払額  △6,106   △830

退職給付引当金の期末残高   13,069   13,959

 

(2）退職給付債務の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

 
前事業年度

（2023年８月31日）
当事業年度

（2024年８月31日）

非積立型制度の退職給付債務  13,069千円  13,959千円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額  13,069  13,959

     

退職給付引当金  13,069  13,959

貸借対照表に計上された負債と資産の純額  13,069  13,959

 

(3）退職給付費用

簡便法で計算した退職給付費用 前事業年度1,243千円 当事業年度1,720千円

 

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

（2023年８月31日）
 

当事業年度
（2024年８月31日）

繰延税金資産    

賞与引当金 1,640千円 1,788千円

退職給付引当金 3,907  4,173

役員退職慰労引当金 6,960  7,265

未払事業税 -  1,425

税務上の繰越欠損金（注）１

その他

32,945

367
 

29,122

426

繰延税金資産小計 45,822  44,202

税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額（注）１

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額

△32,945

△12,876
 

△21,971

△11,595

評価性引当額小計（注）１ △45,822  △33,567

繰延税金資産合計 -  10,634

繰延税金資産の純額 -  10,634

 

（注）１．税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額

前事業年度（2023年８月31日）

 １年以内
１年超

２年以内

２年超

３年以内

３年超

４年以内

４年超

５年以内
５年超 合計

税務上の繰越

欠損金（ａ）
- - - - - 32,945 32,945千円

評価性引当額 - - - - - △32,945 △32,945千円

繰延税金資産 - - - - - - -

（ａ）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

 

当事業年度（2024年８月31日）

 １年以内
１年超

２年以内

２年超

３年以内

３年超

４年以内

４年超

５年以内
５年超 合計

税務上の繰越

欠損金（ａ）
- - - - 13,048 16,073 29,122千円

評価性引当額 - - - - △5,897 △16,073 △21,971千円

繰延税金資産 - - - - 7,151 - 7,151千円

（ａ）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。
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２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳
 

 前事業年度
（2023年８月31日）

 
当事業年度

（2024年８月31日） 

法定実効税率

（調整）

　　29.9％

 

 　　29.9％

 

交際費等永久に損金に算入されない項目 　 2.5  　 2.1

住民税均等割 　14.3  　10.8

繰越欠損金の利用  △7.0  △17.9

事業税課税標準の差異  △1.4  　 0.1

評価性引当額の増減額 △17.1  △46.0

その他 　 0.3  　 0.7

税効果会計適用後の法人税等の負担率 　21.6  △20.3

 

 

（持分法損益等）

　　　　　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　　　　　該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

　　　　　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前事業年度（自　2022年９月１日 至　2023年8月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

項目 金額

ゴルフ収入 364,621

年会費収入 6,441

手数料収入 9,046

コース使用料 16,361

商品売上高 7,576

外部顧客への売上高 404,047

 

当事業年度（自　2023年９月１日 至　2024年8月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

項目 金額

ゴルフ収入 398,206

年会費収入 6,423

手数料収入 9,007

コース使用料 13,496

商品売上高 9,696

外部顧客への売上高 436,830

 

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「注記事項(重要な会計方針)４．収益及び

費用の計上基準」に記載のとおりであります。

 

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当事業年度

末において存在する顧客との契約から翌事業年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関する情報

　契約負債は、当社が顧客に対して販売した商品券およびゴルフコンペの商品として交付した割引券に関するも

のであります。契約負債は、収益の認識に伴い取り崩されます。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前事業年度（自　2022年９月１日　至　2023年８月31日）

当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当事業年度（自　2023年９月１日　至　2024年８月31日）

当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

【関連情報】

前事業年度（自 2022年９月１日 至 2023年８月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を

省略しております。
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２．地域ごとの情報

(1）売上高

　　本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が損益計算書の売上高の90％を超えるため、地域ごとの売

　上高の記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

　　本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、地

　域ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　　外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略

　しております。

 

当事業年度（自 2023年９月１日 至 2024年８月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を

省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　　本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が損益計算書の売上高の90％を超えるため、地域ごとの売

　上高の記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

　　本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、地

　域ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　　外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略

　しております。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度（自 2022年９月１日 至 2023年８月31日）

　該当事項はありません。

 

当事業年度（自 2023年９月１日 至 2024年８月31日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前事業年度（自 2022年９月１日 至 2023年８月31日）

　該当事項はありません。

 

当事業年度（自 2023年９月１日 至 2024年８月31日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前事業年度（自 2022年９月１日 至 2023年８月31日）

　該当事項はありません。

 

当事業年度（自 2023年９月１日 至 2024年８月31日）

　該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

１．関連当事者との取引

（ア）財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る。）等

前事業年度（自　2022年９月１日　至　2023年８月31日）

種類
会社等の
名称又は氏名

所在地
資本金
又は出資金
（千円）

事業の内容
又は職業

議決権等の所有

（被所有）

割合（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（千円）

科目
期末残高
（千円）

役員 　児玉文洋 - -
㈱オ-クス熊本

代表取締役

（被所有）

直接1.68

クラブハウス内

食堂の運営委託

食堂手数料収入 8,640

預り金 2,804販売手数料収入 4

飲食物の購入 1,377

役員 　古荘善啓 - -
㈱古荘本店

名誉会長

（被所有）

直接0.15
資材等の購入 消耗品の購入 458 未払金 -

役員 　三角清一 - -
㈱エムロ-ド

取締役会長

（被所有）

直接0.15
資材等の購入 燃料の購入 8,479 買掛金 1,186

 

当事業年度（自　2023年９月１日　至　2024年８月31日）

種類
会社等の
名称又は氏名

所在地
資本金
又は出資金
（千円）

事業の内容
又は職業

議決権等の所有

（被所有）

割合（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（千円）

科目
期末残高
（千円）

役員 　児玉文洋 - -
㈱オ-クス熊本

代表取締役

（被所有）

直接1.68

クラブハウス内

食堂の運営委託

食堂手数料収入 8,640

預り金 3,627販売手数料収入 36

飲食物の購入 1,682

役員 　古荘善啓 - -
㈱古荘本店

名誉会長

（被所有）

直接0.15
資材等の購入 消耗品の購入 36 未払金 -

役員 　三角清一 - -
㈱エムロ-ド

取締役会長

（被所有）

直接0.15
資材等の購入 燃料の購入 10,409 買掛金 -

（注）㈱オークス熊本、㈱古荘本店及び㈱エムロードとの取引は、いわゆる第三者のための取引であります。

１．取引条件及び取引条件の決定方針等

　　一般の取引条件と同様に決定しております。

 

２．親会社又は重要な関連会社に関する注記

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前事業年度

（自 2022年９月１日
至 2023年８月31日）

当事業年度
（自 2023年９月１日
至 2024年８月31日）

１株当たり純資産額 18,331.71円 18,618.78円

１株当たり当期純利益 129.53円 262.86円

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

　　　　２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

（自　2022年９月１日
至　2023年８月31日）

当事業年度
（自　2023年９月１日
至　2024年８月31日）

当期純利益（千円） 12,679 25,768

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る当期純利益（千円） 12,679 25,768

普通株式の期中平均株式数（株） 97,886 98,033

 

 

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。
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⑤【附属明細表】

【有価証券明細表】

　該当事項はありません。

【有形固定資産等明細表】

資産の種類
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（千円）

当期末残高
（千円）

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額
(千円)

当期償却額
（千円）

差引当期末残高
（千円）

有形固定資産        

建物 847,186 363 - 847,550 735,025 10,975 112,524

構築物 375,957 - 195 375,762 366,878 1,275 8,883

機械及び装置 8,217 - - 8,217 5,482 1,823 2,734

車両運搬具 37,181 - 350 36,831 36,831 119 0

工具、器具及び備品 205,101 20,096 4,510 220,687 198,589 10,661 22,098

土地 882,497 - - 882,497 - - 882,497

コース勘定 810,188 - - 810,188 - - 810,188

立木 26,580 - - 26,580 - - 26,580

リース資産 53,342 4,248 - 57,590 49,109 3,203 8,480

建設仮勘定 3,635 352 3,811 176 - - 176

有形固定資産計 3,249,889 25,059 8,867 3,266,081 1,391,917 28,057 1,874,164

無形固定資産        

電話加入権 1,039 - - 1,039 - - 1,039

ソフトウエア 600 10,678 1,499 9,778 2,085 1,890 7,692

ソフトウエア仮勘定 7,264 233 7,381 116 - - 116

無形固定資産計 8,904 10,911 8,881 10,934 2,085 1,890 8,849

長期前払費用 - 90 25 64 - - 64

 

【社債明細表】

　該当事項はありません。
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【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期末残高
（千円）

平均利率
（％）

返済期限

１年以内に返済予定の長期借入金 57,012 59,479 1.16 -

１年以内に返済予定のリース債務 3,105 2,662 - -

長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。） 429,764 369,928 1.16 2027年～2037年

リース債務（１年以内に返済予定のものを除く。） 5,050 6,744 - 2027年～2029年

合計 494,931 438,814 - -

　（注）１．平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．リース債務の平均利率については、リース料総額に含まれる利息相当額を控除する前の金額でリース債務を

貸借対照表に計上しているため、記載しておりません。

３. 長期借入金及びリース債務（１年以内に返済予定のものを除く。）の決算日後５年間の返済予定額は以下の

とおりであります。

 
１年超２年以内
（千円）

２年超３年以内
（千円）

３年超４年以内
（千円）

４年超５年以内
（千円）

長期借入金 61,563 64,230 53,711 45,519

リース債務 2,662 2,236 1,299 545

 

【引当金明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（目的使用）
（千円）

当期減少額
（その他）
（千円）

当期末残高
（千円）

賞与引当金 5,487 5,980 5,487 - 5,980

役員退職慰労引当金 23,280 1,020 - - 24,300

 

【資産除去債務明細表】

　該当事項はありません。
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（２）【主な資産及び負債の内容】

　当事業年度末（2024年８月31日現在）における主な資産及び負債の内容は次のとおりであります。

①　現金及び預金

区分 金額（千円）

現金 3,122

預金  

当座預金 380,995

普通預金 137,992

定期預金 210,000

小計 728,988

合計 732,110

 

②　未収入金

相手先 金額（千円）

クレジット  

肥銀カード㈱ 5,547

㈱ＦＦＧカード 5,514

ユーシーカード㈱ 576

その他 122

小計 11,759

各会員年会費 514

ＪＲ東海ツアーズ 123

未収入金ラウンド 284

合計 12,682

 

③　棚卸資産

区分 金額（千円）

商品（たばこ・アクセサリー類） 4,653

貯蔵品（肥料・薬品、賞品類） 2,396

合計 7,049
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④　買掛金

相手先 金額（千円）

楽天グループ㈱ 368

西戸崎興産㈱ 350

㈱キャップ 184

㈱オフィスメーカー 165

サンアグロ㈱ 158

その他 415

合計 1,643

 

⑤　長期預り金

内訳 金額（千円）

賛助会員（105名） 231,000

平日会員（ 51名） 45,900

婦人会員（ 7名） 5,500

合計 282,400

 

（３）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ９月１日から８月31日まで

定時株主総会 11月中

基準日 ８月31日

株券の種類 50株、100株、150株

剰余金の配当の基準日 ８月31日

１単元の株式数 150株

株式の名義書換え  

取扱場所 熊本県菊池郡菊陽町曲手838　菊陽緑化興産株式会社

株主名簿管理人 該当事項なし

取次所 なし

名義書換手数料 無料

新券交付手数料 １枚　50,000円（消費税等は含まれておりません）

単元未満株式の買取り  

取扱場所 該当事項なし

株主名簿管理人 該当事項なし

取次所 なし

買取手数料 なし

公告掲載方法 当会社の公告は官報に掲載する。

株主に対する特典

150株以上の株主は、熊本空港カントリークラブへの加入権が与えられます。

なお、株式の譲渡に伴う登録変更料は500,000円です。

但し　１．個人株式名義人の法定相続並びにこれに準ずる譲渡の場合

（直系卑属に限る）　　　　　　　　　　　　　　　100,000円

２．法人の登録者変更の場合　　　　　　　　　　　　 100,000円

３．法人無記名登録を記名登録に変更した場合　　　　 100,000円

（いずれも消費税等は含まれておりません。）

株式の譲渡制限 当会社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を得なければならない。
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

　該当事項はありません。

２【その他の参考情報】

　当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第51期）（自2022年９月１日　至2023年８月31日）2023年11月29日九州財務局長に提出

(2）有価証券報告書の訂正報告書

　事業年度（第51期）（自2022年９月１日　至2023年８月31日）2024年１月25日九州財務局長に提出

(3）半期報告書

　（第52期中）（自2023年９月１日　至2024年２月29日）2024年５月30日九州財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独　立　監　査　人　の　監　査　報　告　書

 

  2024年11月29日

菊陽緑化興産　株式会社   

 取　締　役　会　御　中  

 

 くまもと監査法人  

 
 

熊本県熊本市
 

 
指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士 入江　佳隆

 
指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士 中村　裕彦

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる菊陽緑化興産株式会社の2023年９月１日から2024年８月31日までの第52期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照

表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表に

ついて監査を行った。

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、菊陽緑化
興産株式会社の2024年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッシュ・フロー
の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
 
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における
当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫
理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査
法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
その他の記載内容
　その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、財務諸表及びその監査報告書以外の情報である。経営者
の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。 また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の
報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内
容に対して意見を表明するものではない。
　財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と財
務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要
な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す
ることが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
 
財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示
することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が
必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを評
価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要があ
る場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
財務諸表監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がな
いかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにあ
る。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決定に影
響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし
ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を
立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な
監査証拠を入手する。

・　財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実
施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び
関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、
継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付
ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に注意
を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外事項
付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいている
が、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
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・　財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどう
かとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計事
象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の
重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　　上

　（※）１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提

出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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